
屈斜路湖の¶御神渡り現象“

41年間の記録寄贈
北海道の蜂谷さん八郷神社と長野日報社に

4
1
年
間
の
屈
斜
路
湖
御
神
渡
り
現
象
の

記
録
を
ま
と
め
長
野
日
報
社
に
寄
贈
す

る
蜂
谷
衛
さ
ん
（
右
か
ら
2
人
日
）

発
刊
し
た
「
屈
斜
路
湖
の

結
氷
観
測
」
「
屈
斜
路
湖
に

お
け
る
結
氷
と
御
神
渡
り

現
象
の
研
究
Ⅱ
」
な
ど

で
、
屈
斜
路
湖
の
御
神
渡

り
現
象
の
情
報
を
紹
介
。

こ
の
同
社
本
社
を
訪
れ
た

蜂
谷
さ
ん
に
、
佐
久
秀
幸

会
長
ら
が
今
冬
ま
で
の
2
6

年
間
に
わ
た
り
、
途
切
れ

る
こ
と
な
く
情
報
を
寄
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た。

発
刊
し
た
「
結
氷
観

測
」
は
A
4
サ
イ
ズ
で
4

冊
計
町
野
に
及
ぶ
。
い
つ

凍
り
始
め
全
面
結
氷
し
た

か
、
氷
丘
脈
が
ど
の
位
置

に
ど
の
よ
う
に
現
れ
、
氷

察
が
始
ま
っ
た
。
以

来
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
2
0

～
3
0
回
、
湖
で
克
明
に

記
録
し
続
け
て
き
た
。

丘
脈
の
成
長
Ⅵ
様
子
な
ど
、
文
章
や

写
真
、
グ
ラ
フ
な
ど
で
ま
と
め
、
考

察
を
記
し
て
い
る
。
「
む
す
び
」
に

は
「
過
去
4
0
年
の
デ
ー
タ
を
見
る

と
、
2
0
0
0
年
以
前
は
全
て
全
面

結
氷
し
て
い
た
が
、
以
降
は
2
0
0

7
年
、
1
5
年
、
2
0
年
と
3
年
全
面
結

氷
し
な
か
っ
た
」
。
ま
た
、
結
氷
時
期

も
1
9
8
0
年
代
は
ほ
ぼ
1
月
中

に
、
9
0
年
か
ら
は
2
月
が
多
い
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。

蜂
谷
さ
ん
の
観
察
は
今
季
が
最

後
。
「
途
中
か
ら
は
、
誰
か
が
や
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
使
命
感

を
持
っ
て
や
っ
て
き
た
。
湖
面
を
稲

妻
の
よ
う
に
走
る
氷
の
隆
起
は
い
つ

見
て
も
壮
大
で
、
人
知
を
は
る
か
に

超
え
た
自
然
の
神
秘
を
感
じ
る
。
温

暖
化
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
北
の

湖
か
ら
御
神
渡
り
現
象
が
な
く
な
ら

な
い
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
」
と
結
ん
で
い
る
。

て
瀬
増
管
用
は
屈
斜
路
湖
が
あ
る

弟
子
屈
町
出
身
で
、
今
年
の
5
月

ま
で
在
住
。
2
6
歳
の
時
、
N
H
K
が

放
映
し
た
屈
斜
路
湖
の
氷
が
立
ち
上

が
る
現
象
に
強
い
衝
撃
を
受
け
、
観

こ
の
間
1
9
9
9
年
に
は
、
弟
子

屈
町
に
親
戚
が
い
た
故
飯
田
悦
司
さ

ん
（
1
9
2
5
～
2
0
1
9
年
）
が
、

蜂
谷
さ
ん
と
長
野
日
報
社
と
の
縁
を

結
び
、
本
紙
は
同
年
か
ら
今
年
ま

m
紬
調
紬
網
鏑
悶
網
昭
鍼
梢

は
釧
路
川
の
み
。
周
囲
に
温
泉
が
演
出
す
る
。
御
神
渡
り
現
象
は
、
冷
た
い
風
に

巻
き
上
げ
ら
れ
た
湖
水
が
凍
り
付
い
て
3
㍍
ほ
ど
に
も
成
長
す
る
「
し
ぶ
き
氷
」

な
ど
と
と
も
に
、
気
象
や
観
光
面
な
ど
広
範
囲
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。


